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問題１０・１・１ 
（ａ） MPa、 （ｂ）いずれも 80Nm、  32− AP / Pe
（ｃ）最大曲げ応力：102MPa、最小曲げ応力： MPa  102−
（ｄ）最大垂直応力：70MPa、(   最小垂直応力： MPa、(  )10232 +− 134− )10232 −−
 
問題１０・１・２ 
   （ａ）～（ｃ）p.160 参照 
 
問題１０・１・３ 

30kN、式（１０・２） 
 
問題１０・２・１ 
（ａ）4.0kN、式（１０・１２）   （ｂ）12.7MPa、式（１０・１９）  
（ｃ）5.0mm、式（４・１２）   （ｄ）400、式（１０・２０） 
（ｅ）15.9kN、式（１０・１５）  （ｆ）50.8MPa、式（１０・１９） 
（ｇ） 座屈応力は降伏応力 250MPa に比べて十分小さいのでオイラーの座屈荷重は意味

を持つ。すなわち、この場合の条件では負荷荷重が増加すると柱が圧縮降伏する前

に座屈を起こす。 


